
一
は
じ
め
に

（
２
）

薬
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
単
行
本
が
出
版
さ
れ
、
今
さ
ら
追
加
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
薬
が
流
通
す
る
過

（
３
）

程
で
示
す
特
殊
性
を
解
明
す
る
も
の
は
な
い
の
で
、
こ
の
点
を
補
い
た
い
と
考
え
る
。
薬
の
定
義
は
日
本
薬
局
方
、
宮
木
の
著
書
な
ど
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
現
代
の
薬
で
あ
っ
て
、
古
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
歴
史
を
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
定
義
は
拘
束
に
な
り
か

（
４
）

ね
な
い
。
辰
野
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
薬
は
商
品
で
あ
る
か
ら
交
換
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
交
換
価
値
は
商
品
の
具
体
的
性
格
を

捨
象
し
て
貨
幣
に
換
算
し
た
数
値
で
あ
る
か
ら
、
薬
の
本
質
と
も
い
う
べ
き
「
き
き
め
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
交
換
価
値
か
ら
薬

の
特
殊
性
を
引
出
す
こ
と
は
困
難
で
、
む
し
ろ
使
用
価
値
「
ぎ
き
め
」
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
物
の
「
具
体
的
な
使
用
価
値
は
人
類
の
各

（
５
）

発
展
段
階
に
対
応
し
て
い
る
」
か
ら
、
薬
に
つ
い
て
も
そ
の
使
用
価
値
を
考
察
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
た
か
を
調
べ
て
、
そ
の
変
化
を
た
ど
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
古
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
医
学
史
、
薬
学
史
の
中
か
ら
、
薬
の

使
い
方
と
期
待
さ
れ
た
効
果
を
拾
い
出
し
て
考
察
す
る
。

二
薬
の
起
原

薬
の
起
原
は
き
わ
め
て
古
く
、
人
類
と
と
も
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
政
治
と
宗
教
と
医
療
は
分
化
せ
ず
、
豊
作
と
と
も

（
１
）

薬
の
歴
史
ｌ
そ
の
使
用
価
値
の
考
察
ｌ
‐

安
江
政
一
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に
無
病
息
災
や
健
康
の
回
復
を
祈
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
祭
の
と
き
の
供
物
と
薬
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
が
、
古
代
ア
ル
ヶ
ミ
ー
の
起
原
は
薬

（
６
）

物
と
健
康
と
長
生
に
関
連
し
て
、
宗
教
と
薬
は
密
着
し
て
い
た
。
わ
が
国
最
古
の
医
療
記
録
と
い
わ
れ
る
『
古
事
記
』
の
因
幡
の
白
兎
と
大
国

（
７
）

主
命
の
物
語
で
は
、
皮
を
は
ぎ
と
ら
れ
た
白
兎
は
蒲
の
穂
綿
で
、
真
赤
に
焼
け
た
大
石
の
下
敷
に
な
っ
て
焼
死
し
た
大
国
主
命
は
、
貝
殼
の
粉

末
と
乳
汁
に
よ
る
軟
青
で
、
即
座
に
元
通
り
の
体
に
回
復
し
た
。
こ
の
と
き
の
薬
は
神
通
力
の
媒
体
で
あ
っ
て
、
「
生
理
作
用
を
も
つ
物
質
」

末
と
乳
汁
に
よ
る
軟
膏
で
、
即
座
に
一
（
８
）

唾
ど
と
い
う
硯
念
ば
な
い
の
で
あ
る
。

な
ど
と
い
う
観
念
は
な
い
の
で
あ
る
ゞ

時
代
が
下
っ
て
、
病
気
は
天
災
な
ど
と
同
様
に
悪
霊
の
仕
業
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
祈
祷
が
治
療
の
主
役
と
な
る
が
、
こ
の
頃
の
祈
祷

は
政
治
と
分
化
し
て
宗
教
専
門
家
の
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
悪
霊
だ
け
で
な
く
、
狐
な
ど
の
動
物
が
人
に
つ
い
て
病
気
を
お
こ
す

と
考
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
食
を
求
め
る
経
験
で
知
ら
れ
て
い
た
毒
物
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
人
体
に
つ
い
て
い
る
動
物
を
、
毒
に
よ
っ
て

へ
９
）

追
い
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
薬
は
重
篤
な
症
状
を
お
こ
し
て
こ
そ
き
く
と
い
う
考
え
方
を
生
じ
た
。
そ
こ
で
良
薬
は
口
に
苦
く
、
百
草
を
な

め
て
薬
効
を
知
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

（
皿
）

ま
た
天
然
物
の
形
が
薬
を
探
す
目
安
に
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
体
の
形
に
似
た
朝
鮮
人
参
と
マ
ソ
ド
ラ
ゴ
ラ
の
根
が
全
身
に
有
効
な
薬

（
、
）

と
し
て
珍
重
さ
れ
、
人
参
は
現
在
も
東
ア
ジ
ア
地
域
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
が
ド
イ
ツ
で
お
こ
っ

た
。
現
在
で
も
ド
イ
ツ
で
は
ド
ラ
ギ
ス
ト
が
薬
局
と
共
存
し
て
生
薬
類
を
販
売
し
て
い
る
。
近
代
科
学
発
祥
の
地
、
西
欧
に
お
い
て
も
、
い
ま

（
蛇
）

だ
に
薬
草
に
よ
る
療
法
の
聿
冒
の
出
版
を
見
る
の
は
、
医
学
の
発
達
と
は
関
係
な
く
、
薬
の
「
き
き
め
」
に
お
け
る
神
秘
性
が
ぬ
ぐ
え
な
い
証
拠

と
い
え
よ
シ
ク
。

三
中
世
の
薬
と
感
応
療
法

（
喝
）

人
知
の
発
達
は
、
理
論
を
不
当
に
お
し
す
す
め
て
空
想
を
展
開
す
る
。
極
端
な
薬
の
使
用
法
と
し
て
武
器
軟
膏
が
作
ら
れ
た
。
刀
傷
治
療
に

際
し
て
、
そ
の
傷
と
刀
を
清
潔
に
し
て
、
薬
は
傷
に
で
は
な
く
刀
に
塗
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は
奇
想
天
外
の
よ
う
で
あ
る
が
、
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五
現
代
の
薬
ｌ
医
療
効
果
の
物
質
的
な
担
い
手
１

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
薬
の
根
源
は
神
だ
の
桑
に
始
ま
り
、
自
然
物
の
中
か
ら
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
も
動
物
磁
気
説
に
承
ら
れ
る
よ
う

に
、
精
神
的
作
用
に
基
つ
く
。
フ
ラ
セ
ポ
効
果
が
大
き
く
関
与
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
、
医
療
に
及
ぼ
す
精
神
的
な
作
用
も
科
学
的
研
究
の
対

（
婚
）

象
と
し
て
、
心
療
内
科
の
基
礎
的
研
究
に
よ
っ
て
、
精
神
作
用
が
生
理
現
象
に
及
ぼ
す
影
響
が
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
薬
効

の
判
定
は
、
病
院
に
お
け
る
二
重
盲
検
法
の
採
用
に
よ
っ
て
・
フ
ラ
セ
ボ
効
果
は
排
除
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
代
の
治
療
薬
は
医
療
効
果
の

（
Ｍ
）

四
動
物
磁
気
説
ｌ
暗
示
に
よ
る
治
療
ｌ

ス
イ
ス
生
れ
の
医
学
者
メ
ス
メ
ル
は
、
ガ
ル
ゞ
ハ
ー
ニ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
電
気
に
よ
る
筋
肉
の
収
縮
と
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
磁
気
論
を

結
び
つ
け
て
思
弁
的
な
体
系
を
作
り
あ
げ
、
惑
星
の
運
行
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
を
論
じ
た
。
こ
の
天
体
間
の
磁
気
作
用
は
、
宇
宙
に
充
満
す

る
不
可
知
の
流
体
に
媒
介
さ
れ
て
相
互
に
影
響
し
あ
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
干
満
を
巧
に
利
用
す
れ
ば
病
気
を
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

磁
気
は
精
神
の
集
中
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
施
術
者
メ
ス
メ
ル
の
目
か
ら
流
出
し
て
患
者
に
伝
達
で
き
る
と
説
い
た
。
こ
の
流
出
す
る
「
気
」

が
動
物
磁
気
で
あ
る
。
こ
の
治
療
法
は
熱
狂
的
な
信
者
を
獲
得
す
る
一
方
、
医
学
者
た
ち
の
激
し
い
攻
撃
を
う
け
、
パ
リ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は

こ
れ
を
調
査
す
る
委
員
会
を
組
織
し
た
。
結
果
は
メ
ス
メ
ル
に
否
定
的
と
な
っ
た
が
、
施
術
は
治
癒
を
も
た
ら
す
場
合
の
あ
る
こ
と
を
付
言
し

た
。
暗
示
の
治
療
効
果
、
プ
ラ
セ
ボ
の
公
的
な
証
明
の
最
初
で
あ
ろ
う
。

類
似
の
現
象
は
身
辺
に
も
あ
る
。
子
供
が
つ
ま
ず
い
て
こ
ろ
ん
だ
と
き
、
そ
の
つ
ま
ず
い
た
物
を
た
た
い
て
子
供
を
あ
や
す
の
で
あ
る
。
悪
い

こ
と
の
原
因
に
な
っ
た
物
を
罰
し
て
痛
象
を
止
め
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
ま
た
子
供
の
歯
痛
を
止
め
る
た
め
、
痛
む
歯
で
古
い
竹
串
を
軽
く

か
糸
、
痛
染
を
竹
串
に
托
し
て
、
祠
に
平
癒
を
祈
る
ま
じ
な
い
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
物
を
介
在
さ
せ
る
遠
隔
治
療
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
感
応

療
法
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
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物
質
的
な
担
体
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

六
薬
の
特
殊
性
Ｉ
使
用
価
値
の
隠
蔽
性
Ｉ

薬
に
つ
い
て
、
そ
の
発
生
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
ざ
っ
と
み
た
が
、
薬
に
は
た
え
ず
心
の
動
き
に
か
か
わ
る
神
秘
的
な
も
の
が
つ

き
ま
と
っ
て
い
た
。
現
代
に
お
い
て
は
、
精
神
的
な
も
の
と
生
理
作
用
と
の
関
係
も
科
学
的
な
実
験
の
方
法
に
よ
っ
て
検
証
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、
医
療
の
実
際
面
で
は
今
も
昔
も
変
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
薬
の
進
歩
は
、
と
き
に
は
使
用
価
値
が
命
に
代
え
る

程
重
要
な
場
合
が
あ
っ
て
、
無
限
大
に
さ
え
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
交
換
価
値
は
そ
の
生
産
に
支
出
さ
れ
る
社
会
的
な
労
働
の
量
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
使
用
価
値
と
は
本
来
無
関
係
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
命
と
の
交
換
の
ょ
う
に
誤
解
さ
れ
が
ち
に
な
る
の
で
あ
る
。

い
ま
医
療
の
効
果
を
Ｃ
で
表
わ
し
、
こ
れ
を
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
け
て
考
え
て
み
る
。
ま
ず
人
間
が
生
物
と
し
て
本
来
も
っ
て
い
る
回
復

す
る
力
、
自
然
治
癒
力
を
Ａ
と
す
る
。
次
に
人
間
だ
け
が
も
つ
精
神
作
用
が
、
肉
体
に
及
ぼ
す
影
響
に
よ
る
プ
ラ
セ
ポ
効
果
を
Ｐ
と
す
る
。
実

際
の
薬
効
を
Ｅ
と
し
、
そ
の
薬
に
伴
う
好
ま
し
く
な
い
副
作
用
を
Ｓ
と
す
れ
ば
、
医
療
効
果
Ｃ
は
次
の
関
係
式
で
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
薬
の
効
果
の
判
定
に
は
二
重
盲
検
法
が
用
い
ら
れ
、
Ｐ
は
排
除
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
研
究
段
階
の
こ
と
で
あ
っ

て
、
薬
と
し
て
発
売
す
る
と
き
の
許
認
可
に
は
関
係
す
る
が
、
実
際
の
医
療
面
で
は
昔
と
同
様
効
果
の
中
に
入
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

薬
の
使
用
価
値
は
本
来
Ｅ
で
あ
る
の
に
、
一
般
の
医
療
の
場
で
は
Ｃ
と
し
て
う
け
と
ら
れ
る
。
そ
の
Ｃ
の
中
に
は
Ａ
と
Ｐ
が
含
ま
れ
、
そ
れ

が
主
要
部
分
を
占
め
て
い
る
場
合
で
も
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
を
区
別
し
て
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
薬
の
真
の
使
用
価
値
は
隠
蔽
さ
れ

薬
は
科
学
的
研
究
の
成
果
と
し
て
生
産
さ
れ
る
が
、
科
学
の
法
則
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
力
学
の
法
則
の
よ
う
に
一
対
一
の
因
果
関
係
で
成

立
す
る
も
の
と
、
放
射
性
壊
変
法
則
の
よ
う
に
確
率
に
支
配
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
生
物
に
関
す
る
法
則
、
特
に
医
療
に
関
す
る
場
合
の
法

て
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

○
Ⅱ
シ
＋
喝
十
国
１
ｍ
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則
は
後
者
に
属
し
、
統
計
的
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
個
別
的
に
は
成
立
せ
ず
、
逆
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
一
例
で
も
っ
て

断
定
す
る
こ
と
は
全
く
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
面
か
ら
も
薬
の
使
用
価
値
は
隠
蔽
さ
れ
、
無
効
と
わ
か
っ
て
い
て
も
容
易
に
排
除
で
き
な

い
こ
と
が
起
こ
る
。
薬
に
つ
い
て
の
諸
問
題
は
使
用
価
値
の
隠
蔽
に
よ
っ
て
複
雑
、
あ
い
ま
い
で
決
定
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
８
）
安
江
政
一
、
薬
史
学
雑
誌
、
十
二
巻
一
号
（
一
九
七
七
）
。

（
９
）
宗
田
一
「
日
本
の
医
療
文
化
史
」
、
ノ
イ
エ
・
イ
ン
フ
ォ
ル
マ
、
二
八
（
一
九
七
九
年
一
号
）
。

（
、
）
ノ
ー
マ
ン
・
テ
ー
ラ
ー
著
、
難
波
恒
雄
、
難
波
洋
子
訳
『
世
界
を
変
え
た
薬
用
植
物
』
一
九
二
、
創
元
社
（
一
九
七
二
）
。

（
ｕ
）
川
喜
田
愛
郎
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
』
下
五
九
四
、
岩
波
書
店
（
一
九
七
七
）
。

Ｇ
）
モ
ー
リ
ス
・
メ
ッ
セ
ゲ
著
、
田
中
孝
治
、
商
山
林
太
郎
訳
『
メ
ッ
セ
ゲ
氏
の
薬
草
療
法
』
、
自
然
の
友
社
（
一
九
八
○
）
、
マ
ダ
ゥ
ス
著
、
川
岸
晃
、
長

沢
元
夫
訳
『
ド
イ
ツ
の
植
物
療
法
』
、
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
。

危
）
ラ
ウ
ォ
ー
ル
著
、
日
野
巌
、
久
保
寺
十
四
夫
訳
「
世
界
薬
学
史
』
一
五
四
、
一
八
二
、
科
学
書
院
（
一
九
八
一
復
刻
）
。

２
）
マ
イ
ャ
ー
・
シ
ュ
タ
イ
ネ
ッ
ク
、
ズ
ー
ト
ホ
フ
著
、
酒
井
シ
ヅ
、
三
浦
尤
三
訳
『
図
説
医
学
史
』
二
七
三
、
朝
倉
書
店
（
一
九
八
二
）
》

（
過
）
池
見
酉
次
郎
『
心
療
内
科
』
、
中
央
公
論
社
（
一
九
八
三
第
五
二
版
）
。

（
新
潟
薬
科
大
学
）

（
１
）
第
八

（
ｏ
合
）
『
ノ
、
Ｌ

（
３
）
宮
木

（
４
）
辰
野

（
５
）
宮
川

（
６
）
佐
藤

（
７
）
倉
野

八
四
）
。

文
献
第
八
十
五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
て
発
表
（
名
古
屋
一
九
八
四
）
。

『
く
す
り
の
歴
史
』
、
岡
崎
寛
蔵
、
講
談
社
（
一
九
七
六
）
、
『
く
す
り
の
歴
史
』
、
石
坂
哲
夫
、
日
本
評
論
社
（
一
九
七
九
）
。

宮
木
高
明
『
薬
学
概
論
』
一
三
、
広
川
書
店
（
一
九
七
六
第
七
版
）
。

辰
野
商
司
『
日
本
の
薬
学
』
二
一
、
紀
伊
国
屋
書
店
（
一
九
六
六
）
、
辰
野
商
司
、
川
瀬
清
、
間
野
哲
夫
『
薬
学
概
論
』
三
、
南
江
堂
（
一
九
八
三
）
。

宮
川
実
編
経
済
学
講
座
『
資
本
主
義
の
基
本
法
則
』
第
一
巻
、
三
八
、
青
木
書
店
（
一
九
五
二
）
。

佐
藤
任
『
密
教
と
錬
金
術
』
、
経
草
書
房
（
一
九
八
三
）
。

倉
野
憲
司
校
注
『
古
事
記
』
四
四
、
四
五
、
原
文
一
三
六
、
一
三
七
、
岩
波
文
庫
（
一
九
六
四
）
、
益
田
勝
実
『
古
事
記
」
六
七
、
岩
波
書
店
（
一
九
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HistorvofRemedies
‐

-Investigationintotheirrealvaluesinuse-

bv
l

MasaichiYASUE

Therealvalueofdrugsinuseisbasedontheiractualeffbctivenessagainstdisease.Thetotal

eHbctsofmedicaltreatmentCiscomposedofthenaturalrecoveringabilityA,theplacebo

efIbctP，therealeffbctsofdrugsEandundesirablesideeffbctsSandexpressedasfbllowing,

C=A+P+E－S

Inthepracticeofmedicaltreatment,A,P,Eappeartogetherandeachofthemcannotbe
Inthisarticlelshouldliketomeasuredseparately,sothattheeffbctofdrugsremainsobscure.

describeafbwexamplesabouttherealeffbctsofdrugshiddeninthehistoryofremedies.

（
ぬ
の
）

ゆ
ゆ
苧


